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者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
役
割
の
一
考
察

―
「
密
航
婦
」

記
事
を
手
が
か
り
に
し
て

―
」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史

学
』、
二
〇
一
一
年
）。

西
亮
太
（
に
し
・
り
ょ
う
た
）

一
橋
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
籍
。
専
門
は
批
評
理
論
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
。
翻
訳
に
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・

バ
ト
ラ
ー
「
平
和
と
は
戦
争
へ
の
恐
ろ
し
い
ま
で
の
満

足
感
に
対
す
る
抵
抗
で
あ
る
」『
現
代
思
想　

総
特
集

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー

：

触
発
す
る
思
想
』（vol. 

34︲12,

青
土
社
、
二
〇
〇
六
）
が
あ
る
。

藤
野
寛
（
ふ
じ
の
・
ひ
ろ
し
）

昔
、「
戦
後
民
主
主
義
が
産
ん
だ
あ
ほ
」
と
呼
ば
れ
る
。

二
〇
〇
九
年
、Ernst T

ugendhat

のV
erlesungen 

ueber Ethik

を
読
ん
で
、
倫
理
学
に
目
覚
め
る
。
そ

し
て
、
カ
ン
ト
主
義
者
に
な
る
こ
と
に
決
め
る
。
戦
後

民
主
主
義
と
は
カ
ン
ト
主
義
だ
っ
た
、
と
悟
っ
た
の
だ
。

『
高
校
生
と
大
学
一
年
生
の
た
め
の
倫
理
学
講
義
』（
ナ

カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
に
、
そ
の
あ
た
り
の

経
緯
を
綴
っ
た
。

本
多
創
史
（
ほ
ん
だ
・
そ
う
し
）

東
日
本
国
際
大
学
福
祉
環
境
学
部
准
教
授
。
専
門
は
、

『
異
邦
の
記
憶

―
故
郷
・
国
家
・
自
由
』（
晶
文
社
、

二
〇
〇
七
年
）、『「
こ
と
ば
」
と
い
う
幻
影

―
近
代

日
本
の
言
語
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇

九
年
）。

鵜
飼
哲
（
う
か
い
・
さ
と
し
）

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
教
授
。
専
門
は
フ

ラ
ン
ス
文
学
・
思
想
、
ポ
ス
ト
植
民
地
文
化
論
。
著
書

に
『
応
答
す
る
力
』（
青
土
社
、
二
〇
〇
三
年
）、『
主

権
の
か
な
た
で
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

訳
書
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
『
盲
者
の
記
憶
』（
み
す

ず
書
房
、
一
九
九
八
年
）、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ネ
『
ア
ル

ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
の
ア
ト
リ
エ
』（
現
代
企

画
室
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

嶽
本
新
奈
（
た
け
も
と
・
に
い
な
）

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
博
士
課
程
。
専
門

は
近
代
日
本
史
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
。
論
文
に
「
優
生
学

と
結
び
つ
く
「
在
外
売
淫
婦
」
批
判
の
検
討
」（『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
史
学
』、
二
〇
〇
九
年
）、「
分
断
さ
れ
る
「
女

／
性
」

―
愛
国
婦
人
会
芸
娼
妓
入
会
を
め
ぐ
っ
て
」

（
木
本
喜
美
子
・
貴
堂
嘉
之
編
集
代
表
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
社
会

―
男
性
史
・
軍
隊
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』、

旬
報
社
、
二
〇
一
〇
年
）、「「
か
ら
ゆ
き
」
渡
航
幇
助

特
集
1

　

文
章
の
道

―
井
上
義
夫
先
生
退
職
記
念
特
集

近
藤
康
裕
（
こ
ん
ど
う
・
や
す
ひ
ろ
）

一
九
八
〇
年
宮
崎
県
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
大
学
院
言
語

社
会
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
現
在
、
東
洋
大
学
経
済

学
部
専
任
講
師
。
専
門
は
英
文
学
。
主
要
業
績
は
、
共

著
『
愛
と
戦
い
の
イ
ギ
リ
ス
文
化
史1951︲2010
年
』

（
川
端
康
雄
他
編
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一

年
）
な
ど
。

特
集
2

　

い
ま
だ
無
き
言
葉
へ
向
け
て

　
　

―
震
災
・
津
波
・
原
発
災
害
を
考
え
る

池
上
善
彦
（
い
け
が
み
・
よ
し
ひ
こ
）

前
『
現
代
思
想
』
編
集
長
。
近
刊
『
現
代
思
想
の
二
十

年
（
仮
題
）』（
以
文
社
）。

イ
・
ヨ
ン
ス
ク

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
教
授
。
専
門
は
社

会
言
語
学
。
著
書
に
『「
国
語
」
と
い
う
思
想

―
近

代
日
本
の
言
語
認
識
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）、
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画
講
義
』、
人
文
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）。

吉
田
裕
（
よ
し
だ
・
ゆ
た
か
）

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
博
士
課
程
後
期

在
籍
。
専
門
は
英
文
学
。
主
要
論
文
は
“Mediating 

Im
agination: T

he Figure of the M
asses in C. L. 

R. Jam
esʼs T

he B
lack Jacobins and George 

Lam
m

ingʼs In the Castle of M
y Skin

”『
関
東
英
文

学
』
3
号
、
二
〇
一
〇
年
。
“ʼSatire, or Cannibalism

ʼ: 
N

gũgı̃ w
a T

hiongʼoʼs Critique of N
eocolonialism

 
in D

evil on the Cross

”『
言
語
社
会
』
五
号
、
二
〇

一
一
年
。

社
会
思
想
史
、
近
代
日
本
に
お
け
る
公
衆
衛
生
学
の
成

立
と
優
生
学
の
興
隆
。
共
著
に
『〈
身
体
〉
は
何
を
語

る
の
か

―
ラ
イ
ブ
ラ
リ
相
関
社
会
科
学
8
』（
新
世

社
、
二
〇
〇
三
年
）。
共
訳
に
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
身

体
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
共
訳
の
辞

書
に
『
障
害
の
百
科
事
典
』（
丸
善
、
近
刊
予
定
）
な

ど
。

山
内
明
美
（
や
ま
う
ち
・
あ
け
み
）

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
博
士
課
程
在
籍
。

専
門
は
日
本
思
想
史
、
歴
史
社
会
学
。
論
文
「
自
己
な

る
コ
メ
と
他
者
な
る
コ
メ

―
近
代
日
本
の
〈
稲
作
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
試
論

―
」（
紀
要
『
言
語
社
会
』、

二
〇
〇
八
年
）。
著
書
に
『
こ
ど
も
東
北
学
』（
イ
ー
ス

ト
・
プ
レ
ス
、
二
〇
一
一
年
）。
共
著
に
『「
東
北
」
再

生
』（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
、
二
〇
一
一
年
）。
近
刊
共

著
に
『
東
京
／
東
北
論
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。

山
口
菜
穂
子
（
や
ま
ぐ
ち
・
な
ほ
こ
）

明
治
大
学
商
学
部
兼
任
講
師
。
専
門
は
英
米
文
学
・
文

化
研
究
。
共
著
に
『
映
画
の
な
か
の
社
会
／
社
会
の
な

か
の
映
画
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、

『
欲
望
・
暴
力
・
機
制
の
境
界

―
揺
ら
ぐ
表
象
／
格

闘
す
る
理
論
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
翻
訳
に

「
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
丸
見
え
の
ま
ま
隠
す

―

デ
ジ
タ
ル
・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
と
し
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
『
フ

ァ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ
』」（『
入
門
・
現
代
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映




